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い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
は
、
「
稲

城
市
生
涯
学
習
計
画
・
Ｉ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ

あ
い
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
講
師
も

市
民
と
い
う
画
期
的
な
カ
レ
ッ
ジ
で

す
。

　

平
成　

年　

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

１５

１０

す
で
に
１
６
０
０
人
を

超
え
る
方
々
が
参
加
し
、

活
気
に
満
ち
た
市
民
同

士
の
学
び
あ
い
と
交
流

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し

て
も
大
変
好
評
で
す
。

　

平
成　

年
度
前
期
講

１９

座
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
個
性
豊
か

な
講
師
陣
が
万
全
を
期

し
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
費
用　

１
回
五
○
○
円

（
全
６
回
＝
三
、○
○
○
円
。

全　

回
＝
六
、○
○
○
円
）

１２
※
別
途
、
教
材
費
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

１
月　

日
１５

〜
２
月　

日
（
当
日
消
印

２３

有
効
）　

▽
申
込
方
法　

官
製
は
が

き
に
、
①
住
所　

②
氏
名

③
電
話
番
号　

④
年
齢　

⑤
希
望
講
座
名　

⑥
受
講

動
機
を
記
入
の
上
、
〒　
２０６

－
　
　

稲
城
市
平
尾
１
の

０８２３
９
の
１
複
合
施
設
ふ
れ
ん

ど
平
尾
「
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ

レ
ッ
ジ
事
務
局
」
宛
郵
送

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ

ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
に
置
い
て
あ

る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

「
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ

ジ
」
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
）
火
曜

日
〜
金
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

�
（　

）
５
５
４
８
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講　座　内　容対　象定員時間・曜日会場回数講　師　名講　座　名Ｎｏ

ポーセラーツ・磁気粘土・ステンシルを学びながら、１つのテー
ブルセットを作ります。
教材費：８,５００円。

成人２０第１水
１０：００～１２：００

城山
体験６北 村 史 枝手作りで彩るテーブルセット１

お絵描きや歌遊び、リズム体操等を取り入れ、音楽に興味を持つ
ように講座を進めます。

３歳から６
歳の親子

親子
１２組

第２・第４土
１４：００～１６：００城山１２泉　 優 子親子でドレミと遊ぼう２

海外旅行での出入国、買い物、また短期家庭滞在、異文化理解な
どに役立つ英語学習を目的にしています。
教材費：１,８００円。

成人１０第２火
１４：００～１６：００中央６大 嶋 勝 博海外旅行を１０倍楽しくするための

英会話３

原始社会、古代、近代、現代それぞれの稲城の歴史を学び、平尾
を歩いてみましょう。成人３０第４火

１３：３０～１５：３０平尾６渡 辺 賢 二史料で学ぶ稲城の歴史－「足下を
掘れ、そこに泉がわく」４

テーブルフラワー、リースなどを１回の講習で作り上げます。教
材費：１２,０００円。成人１０第２木

１０：００～１２：００城山６山 崎 知 子造花、ブリザーブドのフラワーア
レンジ５

そろばん学習を通して集中力・持久力の向上、伝統文化の良さを
体験してください。学年は問いません。

小学生の
初心者１０第１・第３土

１４：００～１６：００平尾１２佐 藤 幸 代そろばん体験学習（見て学ぶ・操
作して学ぶ）６

季節を感じながら、男の調理の腕前を磨く楽しい時間を過ごしま
しょう。材料費：３,０００円（１回５００円程度）。成人男性１０第１木

１４：００～１６：００
消費者
ルーム６三上ゆり子男の料理「ワンプレートに季節を

のせて」７

親子で簡単な料理をつくりながら［食と健康］について考えてみ
ましょう。材料費：２,５００円（１回４００円程度）。親子親子

１０組
第１土

１０：００～１２：００中央６篠 田 雅 子親子で簡単クッキング８

伝統のいけばなを通して、花を月ごとのテーマで表現していきま
す。中学生から募集します。
教材費：６,０００円（１回１,０００円×６回）。

中学生から２０第３土
１０：００～１２：００城山６山 中　 桂イケバナ・ヘ・スイッチ・オン９

ダンスで楽しくステップを踏み身体の健康と共にストレスも発散
して心の健康も図りましょう。年齢・経験は問いません。成人４０第２・第４土

１３：３０～１５：３０中央１２石 坂 淑 子ダンスで身体と心を健康に！
（レクダンス・カントリーダンス）１０

日本の伝統的な立ち居振る舞い、礼儀作法、着物の着方、たたみ
方などを日本舞踊を通して学びましょう。小学生１５第１・第３土

１０：００～１２：００城山１２花柳要三郎小学生の日本舞踊１１
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講　座　内　容対　象定員時間・曜日会場回数講　師　名講　座　名Ｎｏ

サプリメントの役割や食品との食べ合わせ、またアレルギー対策
についてもご紹介します。

学生及び
成人３０第３水

１４：００～１６：００
城山
体験６糸 島 洋 一自分に合ったサプリメントの選び

方１２

最新の科学の話題を盛り込んだビデオやＤＶＤの映像を中心に、
解説を加えたり意見を交わし合います。

高校生以
上成人　２５第４土

１４：００～１６：００
城山
体験１２橋 本 静 代ビデオ・ＤＶＤで科学を楽しもう１３

マイペースで編み物を楽しんでいます。今期は、アフガン編みに
挑戦します。成人２０第２・第４土

１０：００～１２：００中央１２石 村 久 子編み物教室１４

日本、また地域の季節を一緒に楽しみましょう。
教材費：７,２００円。成人２０第１・第３土

１０：００～１２：００中央１２小川美恵子暮らしの花“季節を楽しむ”１５

料理やクラフト、アロマ等の講義と実習を通して、暮らしに役立
つハーブの使い方を学びましょう。
材料費：１回６００円（毎回集金）

成人３０第２火
１０：００～１２：００城山６阿 部 啓 子こころ豊かにハーバルライフ１６

墨が織りなす世界を遊ぶような気持ちで楽しんでみませんか。成人１５第２・第４金
１０：００～１２：００中央１２城崎佐和子墨画入門（風景Ⅱ）１７

越中おわら節を中心に各地の民謡を踊ります。年齢を問いません
ので、楽しんで踊りましょう。成人３５第１・第３金

１３：００～１５：００総体１２大 貫 裕 子各地の民謡を楽しく踊ろう１８

季節のお茶を和菓子と共に楽しみましょう。成人２０第２・第４土
１０：００～１２：００城山１２吉 田 宗 陽文化体験「お茶」ＰａｒｔⅡ１９

※中央＝中央文化センター、第三＝第三文化センター、城山＝城山文化センター、平尾＝ふれんど平尾、総体＝総合体育館、城山体験＝城山体験学習館（中央図書館隣）
※日時・会場等変更になる場合があります。
※受講料の他に教材費がかかる講座があります。
※継続講座は、募集人数が異なります。詳しくは事務局へお問い合わせ下さい。
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期 日　１月２０日（土）△

時　間　午後１時～３時△

会　場　城山文化センター△

講　師　糸島　洋一氏△

受講料　５００円（当日集金します）△

申込み　電話でお申し込みください。�
�３５０－５５４８



（２）

中央文化センター�
（中央公民館）［東長沼］�

1377－2121
6379－0491

第二文化センター�
（第二公民館）［矢野口］�
（老人福祉館）�

1378－0567
6378－0568

第三文化センター�
（第三公民館）［平　尾］�

1331－0230
6331－0229

第四文化センター�
（第四公民館）［東長沼］�

1377－4406
6377－4488

城山文化センター�
（城山公民館）［向陽台］�

1379－5411
6379－5288

総合体育館�
1331－7151
6331－7181

生涯学習課・体育課�
1378－2111
6379－3600
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　平成３年３月７日に制定された稲城市平和都市宣言を受け、
平和の大切さと尊さを感じていただく機会として本年度も「稲
城平和コンサート」を開催します。
　完璧なまでの高い 技  巧 と美しい

ぎ こう

 弱 
じゃく

 音 、豊かな音楽性を兼ね備
おん

えたピアニストとして国内外から高く評価されている������������
し みず かず ね

さんの奏でる「 夜想曲 」を中心としたショパンの響きをお楽し
ノクターン

みください。

▽期日　３月３日（土）

▽時間　午後１時半開場・２時開演

▽会場　中央文化センター

▽入場料　１，０００円（全席自由）
※チケットは稲城市商工会発行「稲
城生き活き商品券」販売所にて販売
していますが、１２月２７日（木）現在残
りわずかです。

▽企画・運営　稲城平和コンサート
実行委員会

▽問合せ　中央公民館
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参参加加者者募募集集

平成１９年２月１７日（土）期　日
午前９時半～午後４時
※受付は午前９時から行います。時　間

総合体育館会　場
市内在住の小学生対　象
小学校低学年の部（男女混合可）
小学校高学年男子の部・女子の部競技種目

競技種目ごと１チーム７人（登録は１０人
まで）チーム編成

無料参加費
市役所体育課、総合体育館、各文化センター
に置いてあるチラシで申し込んでください。
※当日受付はいたしませんので、必ず期間
内に申し込んでください。

※申込書は稲城市ホームページにも掲載し
ています。 http://city.inagi.tokyo.jp/

　閲覧方法は二通りございます。
（１）トップページの新着情報の一覧をクリ

ック
（２）くらしの情報→スポーツ→お知らせの

順にクリック

申込方法

坂浜地区　　加藤　敏昭　�３３１－４３７０
矢野口地区　原田　誠二　�３７８－２０５８
平尾地区　　北島　　至　�３３１－３７０４
百村地区　　福島　栄治　�３７７－６３８６
東長沼地区　進藤　洋一　�３７７－７２３３
大丸地区　　服部　雅一　�３７７－７１４６
押立地区　　川崎　　操　�３７７－３７８６
向陽台地区　須田　和紀　�３７８－７５３７
長峰地区　　渡辺　　力　�３３１－８８２６
若葉台地区　千葉　俊二　�３３１－１８９８
市役所体育課　　　　　　�３７８－２１１１
　　　　　　　　　　　　（内線６４２）

申込み・問合せ
（各地区体育振興会）

平成１９年２月１日（木）厳守申込〆切

稲
城
第
三
小
学
校
い
な
ほ
学
級
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

平成１９年
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▽工事期間　平成１９年１月３１日（水）
～３月２３日（金）（一部期間を除く）
　上記期間はエレベーターが使用
できません。ご不便をおかけしま
すが、ご理解ご協力をお願いしま
す。

▽問合せ　中央公民館

稲城平和コンサート稲城平和コンサート
第15回�第15回�

ピアニスト ～清水和音さん�
　　　　　　オールショパン・プログラム～�

第15回�第15回�

稲城平和コンサート稲城平和コンサート
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製作者内　　　　容時間題　　　　名

毎日映画社
船大工久保井富蔵氏が最後に手がける屋形船建
造の記録。かつて多摩川中流域で使われた、各
種の川船も合わせて紹介する。

３０分多摩川最後の和船づくり

毎日映画社
百村の妙見尊で、毎年８月７日に行われる蛇よ
り行事の記録。寛文２年（１６６２）以来、三百年
以上にわたり続く民俗行事をすべて紹介する。

２５分妙見尊の蛇より行事

毎日映画社
市内の旧道とそこに分布する古い石仏を、地域
の庶民信仰とともに紹介する。代表的な石仏は、
地蔵菩薩塔、庚申塔などである。

２３分旧道と石の仏たち

毎日映画社
百村の竪台遺跡の発掘調査の記録。竪台遺跡は、
縄文時代から近世に及ぶ複合遺跡である。発見
された住居跡、出土品などを紹介する。

２９分甦る古代遺跡

浜田プロダク
ション

百村在住の映画製作者・浜田英夫氏が、昭和３１
年（１９５６）に、稲城の秋の風景を撮影した８ミ
リ映画「秋の歌」を１６ミリに再編集する。

１４分秋の歌

浜田プロダク
ション

浜田英夫氏が昭和３２年（１９５７）に、多摩川の砂
利採掘の様子を撮影した８ミリ映画「砂利のふ
るさと」を１６ミリに再編集する。

１５分砂利のふるさと

毎日映画社
矢野口の山本頼信社中が伝承する江戸の里神楽
（国指定文化財）の記録映画。各神社祭礼での
公演風景、衣装、道具類などを紹介する。

３０分江戸の里神楽

浜田プロダク
ション

浜田英夫氏が百村の竪谷戸と向陽台地域の移り
変わりを、昭和４０年代と現在の風景を比較して
まとめた作品。

１７分昔　竪谷戸があった

浜田プロダク
ション

浜田英夫氏が撮影した古写真、８ミリ、１６ミリ
フィルムを編集して、稲城の戦後の風景の移り
変わりや出来事をまとめた作品。

３９分稲城の２０世紀 戦後見聞記

文化財映画のご案内�文化財映画のご案内�文化財映画のご案内�
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私
は
成
人
式
を
迎
え
「
大
人
の
仲

間
入
り
」
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
だ

実
感
は
無
く
、
何
も
変
わ
っ
た
気
が

し
ま
せ
ん
が
、今
ま
で
と
は
違
う「
大

人
の
社
会
」
へ
と
一
歩
踏
み
出
し
て

い
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
喜
び
で
一

杯
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
で
て
い
く
に
つ

れ
て
、
多
く
の
責
任
が
伴
い
様
々
な

社
会
の
ル
ー
ル
を
学
び
、
少
し
ず
つ

大
人
に
な
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
今
ま
で
多
く
の
人
と
出
会

っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
中
学
時
代
に

は
心
か
ら
尊
敬
で
き
る
先
生
に
出
会

い
、
そ
し
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
先
生
に
出
会
え
た

か
ら
こ
そ
今
の
自
分
は
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

晴
れ
て
成
人
に
な
っ
た
今
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
改
め
て
父
と
母
の
あ

り
が
た
み
を
感
じ
ま
す
。
私
を　

年
２０

間
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
辛
い
時
に

は
一
緒
に
悩
み
応
援
を
し
て
く
れ
、

私
の
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
人

生
で
一
番
の
多
く
の
時
間
を
過
ご
し

て
き
た
父
と
母
に
本
当
に
感
謝
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
今
一
つ
の
願
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
や
父
と
母
と
一
緒
に
肩
を
並
べ
、

お
酒
を
飲
み
交
わ
し
た
い
と
い
う
事

で
す
。私
は
稲
城
市
が
大
好
き
で
す
。

大
好
き
な
稲
城
市
の
成
人
式
に
実
行

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
��

庚庚
塚塚

真真
吾吾

　

今
日
の
成
人
式
は
、
終
戦
間
も
な

い
１
９
４
６
年
、
戦
後
の
未
来
を
担

　

選
挙
は
わ
た
し
た
ち
が
政
治
に
参

加
す
る
重
要
な
機
会
で
す
。
二
十
歳

に
な
る
と
、
国
会
議
員
や
地
方
議
会

の
議
員
、
自
治
体
の
首
長
を
選
べ
る

「
選
挙
権
」
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

国
民
の
政
治
へ
の
無
関
心
や
選
挙

民
の
選
挙
離
れ
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
、
投
票
率
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
教
育
や
福
祉
、
経
済
な

ど
、
政
治
は
身
近
な
暮
ら
し
と
権
利

に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

　

選
挙
は
自
分
た
ち
の
意
見
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選

ぶ
唯
一
の
手
段
で
す
か
ら
、
他
人
任

せ
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
が
ど
の
様
な
社
会
を

選
択
し
た
い
の
か
は
、
選
挙
で
ど
の

様
な
人
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
表
せ
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
の
意
見

を
示
す
一
票
を
権
利
と
し
て
与
え
ら

れ
、
同
時
に
そ
れ
に
対
す
る
責
任
を

も
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
全
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
等
公
的
年
金
は
、
加
入

者
が
保
険
料
を
納
め
、
老
後
や
万
一

の
と
き
に
経
済
的
に
支
え
あ
う
社
会

保
障
制
度
で
す
。
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
む
な
か
で
、
老
後
の
生
活
基
盤

と
な
る
の
が
公
的
年
金
で
す
。
あ
な

た
自
身
の
将
来
の
た
め
、
あ
な
た
の

今
の
家
族
や
将
来
の
家
族
と
な
る
方

の
た
め
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う
公
的

年
金
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
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障
害
や
遺
族
に
な
っ
た
と
き
に
も

保
障
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

給
付
に
必
要
な
財
源
の
一
部
を
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

物
価
が
変
動
す
れ
ば
年
金
も
ス
ラ

イ
ド
し
、
年
金
価
値
が
維
持
さ
れ
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
控
除
に

な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

老
後
は
生
涯
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
一
三
、八
六
〇
円
で
す
。今

後
は
、
平
成　

年
度
ま
で
保
険
料
月

２９

額
が
毎
年
二
八
〇
円
ず
つ
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に

は
、
免
除
制
度
や
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
が
、
ま
た
学
生
の
方
に
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
専
門
の
年
金
相
談
員
を
置

き
、
公
的
年
金
へ
の
質
問
や
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
又
は
社
会
保

険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。http://w

w
w
.nenkin.go.jp

兼
松
の
ぞ
み 
・ 
安
川　

克
世

庚
塚　

真
吾 
・ 
勝
呂　
　

元

津
々
良　

篤 
・ 
渋
谷　

美
佳

内
藤　

由
梨 
・ 
千
木
良
有
子

　

私
は
、
今
、
福
祉
作
業
所
と
い
う

所
で
働
い
て
い
ま
す
。
結
婚
式
用
の

小
さ
な
ケ
ー
キ
を
入
れ
る
箱
を
組
み

立
て
た
り
、
お
菓
子
を
入
れ
る
六
角

形
の
箱
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

人
に
貰
わ
れ
る
の
か
、
中
に
入
る
お

菓
子
は
ど
ん
な
色
で
形
は
‥
な
ど
い

ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
折
っ
て
い
ま
す
。

人
の
た
め
に
役
に
立
つ
仕
事
が
出
来

て
、
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

　

仕
事
が
休
み
の
時
は
、
ゲ
ー
ム
を

よ
く
し
ま
す
。
た
ま
に
は
近
く
の
人

達
と
旅
行
に
も
行
き
ま
す
。

　

最
近
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
行
っ

う
若
者
た
ち
を
励
ま
す
た
め
埼
玉
県

に
て
開
催
さ
れ
た
『
成
年
式
』
が
原

型
と
な
り
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今

回
成
人
式
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
あ
ま
り
当
時
の
よ
う
な

ハ
ン
グ
リ
ー
さ
と
は
縁
の
な
い
現
代

に
生
き
る
私
達
に
と
り
、
そ
の
あ
り

方
と
は
い
っ
た
い
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
国
際
地
域
学
と
い
う
学
問

を
専
攻
し
て
お
り
、
こ
の
２
年
間
で

海
外
を
周
る
機
会
が
何
度
か
あ
り
ま

し
た
。
遠
い
異
国
で
気
兼
ね
な
く
気

ま
ま
な
旅
、
充
実
し
た
日
々
を
終
え

た
時
に
い
つ
も
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
帰
る
場
所
の

あ
る
安
心
感
、
そ
し
て
普
段
は
気
づ

く
こ
と
の
な
い
近
い
人
の
存
在
で
す
。

人
は
と
か
く
身
近
な
も
の
よ
り
遠
く

届
き
に
く
い
も
の
に
思
い
を
寄
せ
が

ち
で
す
が
、
思
い
切
っ
た
行
動
は
最

て
き
ま
し
た
。
五
年
前
に
も
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
増

え
て
い
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
は
、
太
鼓

を
た
た
い
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
エ

ー
ス
で
リ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め
て
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
。
皆
さ
ん

に
も
、
ぜ
ひ
聞
い
て
貰
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
近
、
気
に
な
る
の
は
「
い
じ
め

に
関
わ
る
事
件
」
で
す
。
私
も
小
学

生
や
中
学
生
の
と
き
、
経
験
が
あ
り

ま
す
。
周
り
の
友
達
が
私
を
さ
け
る

よ
う
に
さ
れ
た
事
で
す
。
大
変
、
悲

し
く
思
い
ま
し
た
。
「
言
葉
」
に
つ

い
て
も
誤
解
を
さ
れ
ま
し
た
。
で
も

今
は
平
気
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
達
や
色
々
な
人
に
応
援
を
頂
き
、

元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。
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兼
松
の
ぞ
み

兼
松
の
ぞ
み

委
員
と
い
う
形
で
携
わ
れ
た
事
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
成
人
式
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
各
企
業

の
方
々
、
各
中
学
校
の
先
生
方
、
稲

城
市
役
所
職
員
の
皆
様
方
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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後
に
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
場
所
が
あ

る
と
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き

る
の
だ
と
身
を
持
っ
て
実
感
す
る
日

々
で
す
。
大
学
生
や
社
会
人
、
歩
む

道
は
異
な
り
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
大
人

を
始
め
た
ば
か
り
の
私
達
。
懸
命
に

毎
日
を
過
ご
し
、
な
か
な
か
そ
う
い

っ
た
も
の
を
見
直
す
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
、
友
人
、地
域
の
方
々
、

一
度
自
分
の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
見

つ
め
な
お
す
こ
と
で
、
責
任
あ
る
成

人
と
し
て
次
の
未
来
へ
進
む
た
め
の

区
切
り
の
日
に
な
る
よ
う
、
式
を
作

り
上
げ
て
い
こ
う
と
強
く
思
い
ま
す
。
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選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

平
成

年

平
成　

年
１９１９
成
人
式

成
人
式

実
行
委
員

実
行
委
員
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口
地
域
に
市
内
七
番
目
の
小
学
校
と

し
て
開
校
し
、
常
に
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
児
童
・
保
護
者

は
も
と
よ
り
、
七
小
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝

い
で
き
る
催
し
に
し
て
い
き
た
い
と
、

実
行
委
員
会
を
中
心
に
計
画
を
練
り

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
記
念
式
典
に
は
、
市
長

さ
ん
を
始
め
、
開
校
当
初
か
ら
の
校

長
先
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
、
地
域

の
諸
団
体
の
方
々
、
市
内
学
校
関
係

者
、
市
Ｐ
連
の
方
々
な
ど
来
賓　

名
８０

の
参
列
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
祝

い
の
言
葉
に
続
き
、
七
小
児
童
の
呼

び
か
け
や
二
部
合
唱
の
校
歌
も
披
露

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
穴
澤
天
神
社
に
伝

わ
る
獅
子
舞
も
お
囃
子
・
解
説
付
き

で
演
じ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
伝
統

文
化
に
も
ひ
た
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
各
学
年
の
保
護
者
に
よ

る
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
模
擬
店

に
加
え
、
矢
野
口
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
青

少
年
育
成
矢
野
口
地
区
委
員
会
か
ら

も
防
災
体
験
や
炊
き
出
し
を
中
心
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
大
変

な
賑
わ
い
で
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
開
校
当
時
の
資
料

や
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
展
示
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
お
茶
の
接
待
を
す

る
談
話
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
、
懐

か
し
い
方
と
の
談
笑
す
る
姿
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
方
の
お
力
添
え
の
も
と
、

矢
野
口
地
域
ら
し
い
、
七
小
な
ら
で

は
の
お
祝
い
の
会
を
楽
し
い
雰
囲
気

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
中
学
生
や
高
校

生
の
「
い
じ
め
」
が
原
因
と
見
ら

れ
る
自
殺
報
道
が
続
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
明
る
い
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
学
校
や
家

庭
は
も
と
よ
り
社
会
全
体
で
子
ど

も
た
ち
の
人
間
関
係
の
在
り
方
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
じ
め
な
ん
て
昔
か
ら
あ
る
」

と
か
「
ど
こ
に
で
も
あ
る
」
と
一

言
で
片
づ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
本
人
に
と
っ
て
は
死
に
た
い

ぐ
ら
い
の
苦
痛
が
生
ま
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

意
地
悪
や

仲
間
は
ず
れ

に
さ
れ
た
経

験
は
、
き
っ

と
誰
に
も
あ

る
と
思
い
ま

す
。
兄
弟
げ

ん
か
や
遊
び

の
中
で
悪
口

を
言
い
合
っ

た
り
、
泣
い

た
り
泣
か
せ

た
り
し
な
が

ら
、
誰
も
が

成
長
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
ん
な
仲
間
の
中
で
は
、
け

ん
か
よ
り
も
、
仲
良
く
笑
い
合
っ

て
い
た
時
の
方
が
ず
っ
と
多
か
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
し
て
も
基

本
的
に
は
そ
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
生
活
で
も
泣

き
笑
い
は
日
常
茶
飯
事
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
自
殺
す
る
ほ

ど
追
い
つ
め
ら
れ
て
し
ま
う
子
が

い
る
の
か
、
私
は
そ
の
原
因
の
一

つ
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
弱
い
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
は
学
校
か
ら
帰
る

と
地
域
に
遊
び
仲
間
や
幼
な
じ
み
、

あ
る
い
は
兄
弟
な
ど
が
沢
山
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
関
係
が
様
々
に

結
び
つ
い
て
、
意
地
悪
を
し
た
子

の
悪
口
を
聞
い
て
あ
げ
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
た
も
の
で
す
。
泣
い

て
い
る
と
近
所
の
お
ば
さ
ん
や
お

じ
さ
ん
が
「
ど
う
し
た
の
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
た
り
お
菓
子
を
く

れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
中
で
も
、
い
じ
め
ら
れ

た
子
に
誰
か
が
声
を
か
け
、
「
あ

い
つ
は
意
地
悪
だ
よ
な
」と
か「
頑

張
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
今
の
子

ど
も
を
取
り

巻
く
人
間
関

係
の
中
で
は
、

こ
の
様
々
な

か
か
わ
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
弱
く
な

っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た

ち
は
、
学
校

を
中
心
と
し

た
生
活
の
中

で
、
学
問
を

学
ぶ
と
共
に

社
会
生
活
を
学
び
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
あ

る
体
験
ば
か
り
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
に
は

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

は
大
人
に
な
っ
て
社
会
生
活
を
す

る
上
で
必
要
な
力
を
つ
け
る
経
験

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
今
必
要
な
こ
と

は
、つ
ら
い
こ
と
を
は
ね
返
す「
健

康
な
心
の
力
」
を
育
て
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
学
校
や
家
庭
な
ど
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
全
体

で
、
励
ま
し
た
り
愚
痴
を
聞
き
あ

っ
た
り
す
る
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
強
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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少
子
化
の
中
、
人
と
の
触
れ
合
い

や
様
々
な
体
験
を
す
る
場
が
不
足
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
の
子
ど
も

た
ち
。
一
中
で
は
、
そ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
に
、
様
々
な
社
会
経
験
や
触

れ
合
い
を
体
験
で
き
る
機
会
を
教
育

活
動
の
中
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

７
月
３
日　

に
は
稲
城
長
沼
の
駅

（月）

頭
で
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

に　

数
名
が
参
加
し
、
出
勤
途
上
の

４０
方
た
ち
に
元
気
な
挨
拶
を
贈
り
ま
し

た
。
ま
た
７
月
の　

日　

か
ら　

日

１２

（水）

１４

　

ま
で
の
三
日
間
に
は
、
総
合
的
な

（金）学
習
の
時
間
の
人
間
学
科
と
し
て
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
生
は

ア
イ
マ
ス
ク
や
車
椅
子
体
験
等
の
福

祉
体
験
を
、
二
年
生
は
市
内　

の
職

２５

場
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
の
職
場

体
験
を
、
三
年
生
は
市
内　

の
保
育

１４

園
・
幼
稚
園
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

の
保
育
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
幼

児
と
遊
ぶ
体
験
や
高
齢
者
の
方
と
接

す
る
機
会
も
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日　

に
実
施
し
た

１０

１５

（日）

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
駒
澤
女
子

大
学
の
講
堂
と
い
う
本
物
の
ホ
ー
ル

を
会
場
と
し
て
お
借
り
し
、
各
ク
ラ

ス
が
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
で
心
を
繋
ぐ
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
地
元
自
治
会
の
夏
祭
り

や
運
動
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
係
と

し
て
協
力
す
る
一
方
、
直
接
競
技
に

参
加
す
る
生
徒
も
多
く
、
地
域
の
方

か
ら
も
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
目
標
の
通
り
、
「
学
ぶ
心
」
と

と
も
に
、
「
思
い
や
る
心
」
「
き
た

え
る
心
」
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い

る
一
中
生
で
す
。

　

本
校
で
は　

月　

日　

に
開
校
三

１１

１１

（土）

十
周
年
を
祝
う
記
念
行
事
を
市
当
局

及
び
地
域
の
諸
団
体
の
応
援
の
も
と
、

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
昭
和　

年
４
月
に
矢
野

５１
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指
導
学
年
を
二
学
年
か
ら
実
施
。

　●
 

司
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
毎
日
活
動

し
教
育
支
援
を
行
う
等
、
学
習
指
導

の
内
容
の
充
実
と
教
員
の
指
導
力
の

向
上
、
そ
し
て
学
校
・
保
護
者
・
地

域
の
教
育
に
対
す
る
協
力
体
制
の
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　●
 

校
内
研
究
と
し
て
「
伝
え
合
う
力

を
育
て
る
」
授
業
の
工
夫（
国
語
科
）

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
と
し
て
校
内
で

は
、
施
設
の
施
錠
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。
職
員
の
定
時
施
錠
確
認
、
さ

ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
巡
回
が
、

子
ど
も
に
と
っ
て
、
安
心
安
全
な
学

校
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
犯
罪
に
対
し
て
、
子
ど
も
自

身
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
最
近
、
地

域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
、

本
校
で
も
五
年
生
が
都
・
市
教
委
や
、

警
察
の
指
導
を
受
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
授
業
等
を
通
し
て
子
ど

も
に
は
、
危
険
を
回
避
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
友
だ

ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
延
長
上

に
防
犯
活
動
が
あ
る
と
い
う
思
い
で
、

今
後
と
も
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
い
た
だ
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
教
育
活
動
は
、
朝
８
時
半

か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
具
体
的

な
改
善
・
工
夫
と
し
て

　●
 

火
、
金
は
午
前
８
時
半
か
ら
８
時

　

分
ま
で
、
算
数
・
国
語
の
授
業
。

４５水
は
読
書
、
読
み
き
か
せ
で
す
。

　●
 

算
数
は
少
人
数
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　●
 

英
語
活
動
一
・
二
年
生
年
間　

時
１０

間
程
度
、
三
〜
六
年
生　

時
間
（
総

３５

合
で
実
施
）
市
教
委
派
遣
講
師
以
外

に
本
校
独
自
に
四
〜
六
年
生
が
外
国

人
の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
（
週
一
日
来
校
）。

　●
 

音
楽
、
図
工
に
つ
い
て
は
専
科
の

��������	


��������	


����������

で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た

め
て
関
係
各
方
面
に
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
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▼
期
日　

２
月
３
日　

▼
時
間　

午

（土）

後
１
時
〜
４
時
▼
会
場　

中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
費
用　

一
、〇
〇
〇
円
▼

対
象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
▼
そ
の
他

パ
ソ
コ
ン
持
込
可
▼
申
込
み　

１
月

　

日　

・　

日　

・　

日　

午
前　

１８

（木）

２０

（土）

２５

（木）

１０

時
〜
正
午
・
中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
団

体
事
務
室
へ
費
用
を
添
え
て
申
込
み

（
先
着
順
）
▼
連
絡
先　

藤
田
�　
０９０

（
３
１
３
０
）
５
８
２
４

会

員

募

集

会

員

募

集

�

会

員

募

集

�

催

し

物

催

し

物

�

催

し

物

▼
定
例
会　

毎
月
第
二
・
四
金
曜
日

▼
時
間　

午
前
９
時
半
〜
正
午
▼
会

場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容　

カ
メ
ラ
機
種
自
由
。
撮
影
会
や
作
品

の
合
評
会
。
年
一
〜
二
回
の
撮
影
旅

行
も
。
▼
対
象　

老
若
男
女
、
初
心

者
歓
迎
▼
会
費　

四
、〇
〇
〇
円（
半

年
ご
と
）
▼
連
絡
先　

中
村
�（　

）
３７７

３
１
４
８

　

新
春
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会

を
開
催
。
腕
に
自
身
の
あ
る
方
も
、

初
め
て
の
方
も
新
春
の
一
日
を
過
ご

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
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新
一
年
生
の
皆
さ
ん
と
そ
の
お
母

さ
ん
、
習
字
を
１
日
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
墨
の
香
り
と
筆
の
良
さ
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

２
月
７
日　

▼
時
間　

午

（水）

後
２
時
〜
５
時
▼
会
場　

中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

新
１
年
生
〜
中

学
生
（
先
着
順
）
▼
参
加
費　

無
料

▼
連
絡
先　

米
田
�（　

）４
３
１
２

３７９

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

開

２１

（日）

場
午
後
１
時
・
開
演
午
後
１
時
半
▼

会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

Ⅰ
部
ピ
ア
ノ
演
奏
と
ト
ー
ク　

崔
善

愛
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
在
日
韓
国
人

三
世
）・
Ⅱ
部
講
演　

伊
藤
真
氏（
伊

藤
塾
塾
長
・
法
学
館
憲
法
研
修
所
所

長
）
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
入
場

料　

五
〇
〇
円
▼
連
絡
先　

川
畑
�

（　

）０
０
９
９

３３１
　

外
国
の
方
、
一
般
の
方
誰
で
も
歓

迎
。気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

２１

（日）

後
２
時
〜
４
時
半
▼
会
場　

地
域
振

興
プ
ラ
ザ
▼
参
加
費　

一
品
持
ち
寄

り
ま
た
は
五
〇
〇
円
▼
連
絡
先　

中

村
�（　

）０
６
９
４

３３１

　

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
、
昔
話

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

２０

（土）

前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

城
山
体
験

１０
学
習
館
▼
内
容　

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も

暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
お
と
な
ワ

ー
ク
▼
対
象　

一
般
・
子
育
て
中
の

父
母
▼
参
加
費　

無
料
▼
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
）
▼
連
絡
先　

 
世  
古 
口
���

�（　

）０
６
３
５

せ 

こ 

ぐ
ち

３７９
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や
語
り
、
詩
な
ど
を
楽
し
ん
で
学
ん

で
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
施
設
や
小

学
校
で
沢
山
の
方
々
に
聞
い
て
い
た

だ
く
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

▼
期
日　

２
月　

日　

▼
時
間　

午

２５

（日）

後
１
時
半
〜
３
時
半
頃
▼
会
場　

地

域
振
興
プ
ラ
ザ
▼
内
容　

昔
話
他
▼

対
象　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
▼
入

場
料　
無
料
▼
連
絡
先　
濱
田
�（　

）
３７７

２
６
１
６

し
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

２
月
４
日　

▼
時
間　

午

（日）

前
９
時
半
〜
午
後
４
時
（
受
付
は　
１０

時
迄
）
▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ

ー
▼
対
象　

初
心
者
・
一
般
・
シ
ニ

ア
▼
参
加
費　

当
日
申
込
み
で
各
五

〇
〇
円
▼
後
援　

稲
城
市
教
育
委
員

会
ほ
か
▼
連
絡
先　

川
野
�（　

）４
３７７

３
７
５

　
　

月　

日
に
若
葉
台
小
学
校
２
年

１０

１５

生
の
五
十
嵐　

彩
貴
さ
ん
、
第
一
小

学
校
２
年
生
の
山　
　

南
奈
さ
ん（
１

０
０
ポ
イ
ン
ト
）
の
二
名
の
方
が
子

ど
も
博
士
と
し
て
教
育
長
よ
り
認
定

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
入

学
前
か
ら
子
ど
も
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
見
事
小
学
校
２

年
生
で
達
成
で
き
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※　

日
は
午
後
５
時
ま
で

２８
▽
会
場　

立
川
駅
北
口
パ
ー
ク
ア
ベ

ニ
ュ
ー
３
階
オ
リ
オ
ン
書
房
内

▽
販
売
内
容　

文
化
財
調
査
報
告
書
、

市
町
村
史
、
文
化
財
案
内
地
図
、
昔

ば
な
し
、
文
化
財
絵
葉
書
な
ど

▽
主
催　

東
京
都
市
社
会
教
育
課
長

会
文
化
財
部
会

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

パ
ソ
コ
ン
は
あ
る
け
れ
ど
さ
わ
れ

な
い
・
・
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を

対
象
に
入
門
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

①
１
月　

日　

②
１
月　

２５

（木）

２７

日　
（土）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時（
内

１０

昼
休
み
１
時
間
）

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

パ
ソ
コ
ン
が
自
宅
等
に
あ

る
方
で
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
初
め
て
の
方

▽
内
容　

会
場
常
設
の
パ
ソ
コ
ン
で

操
作
の
基
本
講
習
と
実
習

▽
講
師
・
運
営
協
力　

パ
ソ
コ
ン
楽

ら
く
ク
ラ
ブ

▽
定
員　

各
日　

人
（
合
計　

人
）

２０

４０

▽
費
用　

テ
キ
ス
ト
代　

四
〇
〇
円

▽
申
込
方
法　

１
月　

日　

午
前　

１６

（火）

１１

時
よ
り
受
付
（
先
着
順
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
転
機

を
迎
え
る
度
に
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

そ
の
度
に
社
会
保
障
制
度
等
も
変
化

し
、
私
た
ち
も
そ
れ
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
知
ら
な

い
と
損
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々

あ
る
こ
と
は
分
っ
て
い
て
も
、
敬
遠

し
て
し
ま
い
が
ち
。
理
想
と
す
る
生

き
方
を
�
賢
く
�
そ
し
て
�
家
庭
生

活
と
調
和
さ
せ
な
が
ら
�
実
現
す
る

た
め
に
仲
間
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
期
日
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー　

内
田
厚
子
氏

▽
対
象　

市
内
在
住
の
女
性

▽
定
員　
　

人
（
保
育
定
員　

人
）

２０

１５

▽
費
用　

無
料
（
保
育
に
は
一
回　
５０

円
程
度
の
お
や
つ
代
が
必
要
）

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
前　

時

１６

（火）

１０

か
ら
受
付
（
先
着
順
）

▽
連
絡
先　

第
二
公
民
館

　

切
っ
た
と
き
に
彩
り
あ
ざ
や
か
な

模
様
が
で
る
祭
り
巻
き
寿
司
と
華
や

か
な
ち
ら
し
寿
司
を
親
子
で
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
小
学
校
低
学
年
で
も

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
子
で
お

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る

株
に
つ
い
て
、
難
し
い
・
わ
か
り
に

く
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
株
に

つ
い
て
興
味
は
あ
る
け
ど
、
素
人
に

は
と
て
も
手
を
出
せ
な
い
、
ど
こ
か

ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

…
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。
儲

け
る
こ
と
は
さ
て
お
き
、
株
に
つ
い

て
の
基
礎
を
学
び
、株
を
と
お
し
て
、

社
会
経
済
の
動
き
に
関
心
を
持
っ
て

　

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
、
手
遊
び
歌

な
ど
を
行
な
っ
た
り
、
育
児
に
関
す

る
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

現
役
マ
マ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
も
い

ま
す
。

　

初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

１０

１１

４５

▽
対
象　

０
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

���������	
��
会　場期　日

第一児童館１／２５（木）
第二児童館２／８（木）

第三児童館１／１６（火）
２／１３（火）

第四児童館
１／１８（木）
１／３０（火）
２／７（水）

城山児童館１／２２（月）
１月のテーマ：折り紙で
鬼の指人形を作ろう
２月のテーマ：ひな祭り
にちなんだものを作ろう

見
る
・
読
む
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も

っ
と
視
野
が
広
が
る
は
ず　

大
好
評

!?

だ
っ
た
昨
年
の
金
融
学
習
講
座
の
フ

ォ
ロ
ー
と
し
て
、
も
う
一
度
基
礎
か

ら
入
る
講
座
を
行
い
ま
す
の
で
、
昨

年
聞
い
た
方
も
聞
か
な
か
っ
た
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
１
回
の
み

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム　

左
上
表
の
と
お
り

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

石
森
久
雄
氏
（
１
級
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技

能
士
）

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

３０

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
電
卓
な
ど

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
三
公
民
館

��������	
����������������
テーマ・内　容日　時回

・株とは何だろう？
・上場や日経平均株価など株の専門用語解説
・新聞の株式欄の読み方、見えてくるもの
・四季報の見方

株を基礎か
ら学ぼう

２月１７日（土）
午前１０時～
正午

１

・株と景気の関係とは？
・話題の多かった昨年から株価がどう変わってきたか
・最近のニュースから見えてくるもの
・株に関する法律はどう変わってきているか？
・株をとおして経済を知ろう

株式市場の
動きをどう
読む？

２月２４日（土）
午前１０時～
正午

２

・本当に株はもうかるのか？
・株式投資の魅力とは？
・株以外の投資（債権や投資信託など）との違いについて
・投資家デビューの基礎知識と自己責任

株式投資を
始めるには
どうしたら
いい？

３月３日（土）
午前１０時～
正午

３

寿
司
を
作
り
、
試
食
し
て
持
ち
帰
り

が
で
き
ま
す
。
一
回
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

健
康
な
食
事
作
り
推
進
員

▽
参
加
費　

一
、二
〇
〇
円（
２
回
分
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ス
リ
ッ
パ
（
上
履
き
）
、
ふ
き
ん
、

お
持
ち
帰
り
用
の
容
器
と
ラ
ッ
プ

▽
対
象　

小
学
生

以
上
の
親
子
（
父

親
ま
た
は
祖
父
母

と
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
）

▽
定
員　
　

組（
先

１２

着
順
）

▽
申
込
・
問
合
せ

第
三
公
民
館

内　容日　時回
祭り巻き寿司
※基本の巻き寿
司・桃の花

２月３日（土）
午前１０時～
午後１時

１

ちらし寿司
※ひな祭りのちら
し寿司に挑戦！

２月１０日（土）
午前１０時～
午後１時

２

　

多
摩
地
域
の
市
町
村
が
集
ま
っ
て
、

文
化
財
報
告
書
、
市
町
村
史
な
ど
の

郷
土
誌
関
係
の
出
版
物
を
展
示
・
販

売
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

１
月　

日　

〜　

日　

２６

（金）

２８

（日）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時

１０

�

����
�����

��
�����

������
内容テーマ期日

保育・教室オリ
エンテーション

１／３１
（水）１

子どもが自立でき
る教育、夫・妻の
計画と準備

家族の安心と
自立をめざす
ライフプラン

２／７
（水）２

知らないと損をする
年金・医療・介護保
険・児童福祉等

家族の自立を
支援する社会
保障制度

２／１４
（水）３

入院保障・所得保
障、住居の補償・
対人補償

家族の変化に
合わせた保険
の見直し

２／２２
（木）４

仕事と家庭の両立・就
業支援、税金・年金

女性の生きが
い計画と準備

２／２８
（水）５

親
子
料
理
教
室

��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

金
融
学
習
講
座

金
融
学
習
講
座

 

も
う
一
歩
進
め
た

も
う
一
歩
進
め
た

��
株株
��
の
基
礎

の
基
礎

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
��

�
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�
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�
�
�
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��������	
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��������	
��

　現在日本のクラシックギタ
ー界をリードする世界的ギタ
リスト。数々の国内外ギター
コンクールで優勝し、日本で
唯一ボリビア国立音楽院ギタ
ー科主任教授を４年間努めた
正真正銘のギター・マエスト
ロ、高田元太郎を中心にした、
滅多に聴く事のできない珠玉
のギタートリオ演奏を楽しみください。

▽期日　２月３日（土）

▽時間　開場　午後１時半（開演２時）

▽会場　城山文化センター

▽定員　１２０名

▽入場整理券　１，０００円

▽連絡先　生涯学習課内　芸文連事務局
（内線６３４）

※問合せ　午後１時以降にお願いします。

第

回�

��
��
��
��
��
��
��
��

１９
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（６）

第一図書館　　東長沼２１１１�
�　  　　　　  1３７７－２１２３�
�　  　　　　  6３７８－９６１２�
第二図書館　　矢野口１７８０�
　　　　　1/6３７７－１８６６�
第三図書館　　平尾１－２０－５�
　　　　　1/6３３１－１４３９�
第四図書館　　東長沼２７１�
　　　　　1/6３７８－２４０１�
�

稲城市立中央図書館�
向陽台４－６－１８��
　　　　　1３７８－７１１１��
　　　　　6３７８－７１６２�
城山体験学習館�
　　　　　1３７８－７１００�
�
開館時間�
　午前９時～午後８時�
休館日�
　毎月第四月曜日�
　年末年始・特別整理期間�

開館時間�
�　午前１０時～午後５時�
休館日�
　毎週月曜日･祝日�
　年末年始・特別整理期間�

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

ご
ら
ん
に
な
り
た
い
方
は
、
リ

ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳
サ

ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
幸
一

�
�
�
�
�
�
�　
　

高
岡
健　

編

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
直
毅

�
�
��
　
　
　
　
　

斎
藤
精
一
郎

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
社　

編

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

北
村
慶

�
�
�
�
�
�
�
�	
　

衿
野
未
矢

�
�
�
�
�
�
��
　
　

加
藤
秀
一

�
�
�
�
�
�
�
�
	　
　

ゲ
ン
グ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
研
子

�
�
�
�
�
�
��
　
　

秋
山
久
義

�
�
�
�
��
　
　
　
　

広
瀬
立
成

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
知
都
子

�
�
�
�　
　
　
　
　
　

渡
部
忠
世

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
陽
一　

編

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
真
理
子

�
�
�
�
�
��
　
　
　
　

宮
脇
昭

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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千
住
博
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�
�
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�
�
�
�
�
�
	



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
和
重

�
�
�
�
�　
　
　
　

岩
井
志
麻
子

�
�
�
�
�　
　
　
　

宇
江
佐
真
理

�
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子
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ト
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ー
サ
ン
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１５日（月）　中高生タイム・いちごの日 
「新聞紙で遊ぼう！」

１６日（火）　おやこのひろば「トランポ
リンと巧技台」

１７日（水）　ソフトバレーボールの日
２２日（月）　中高生タイム
２３日（火）　おやこのひろば「リズム体

操」
２４日（水）　長峰出張児童館
２６日（金）　プラバンづくり
２９日（月）　中高生タイム
３１日（水）　２月分イベント申込開始

����
１日（木）　イベント申込み・抽選会
５日（月）　中高生タイム
８日（木）　おはなし会
１０日（土）　クッキートリュフを作ろう！
１３日（火）～　ボンボンづくり週間
★ボンボンづくりは、１７日までできま
す！

１４日（水）　若葉台出張児童館

����
１６日（火）　幼児の広場
１７日（水）　プラバン工作　
１９日（金）　ソフトバレーをしよう
２３日（火）　幼児の広場
２４日（水）　料理教室　
２５日（木）　乳幼児の日
２６日（金）　パソコン教室
３１日（水）　エアーホッケー大会

����
１日（木）　乳幼児の日
２日（金）　パソコン登録日
３日（土）　料理教室
６日（火）　幼児の広場 
７日（水）　卓球大会
８日（木）　乳幼児の日
９日（金）　パソコン登録日
１０日（土）　みんなでちゃれんじスポ

ーツしよう
１３日（火）　乳幼児の日
１４日（水）　オセロ大会
★料理教室は申込みが必要です。詳し
くは児童館だよりをご覧ください。

����
１５日（月）　中高生タイム
１６日（火）　幼児のひろば
１７日（水）　トランポリン教室
１９日（金）　ユニホックの日
２２日（月）　中高生タイム 

ユニホックの日
２３日（火）　幼児のひろば 

絵本の読み聞かせ
２４日（水）　出張児童館 

Ｄ３事業部
２６日（金）　和太鼓の日
２７日（土）　プラバンづくり 

スライムづくり
２９日（月）　中高生タイム
３０日（火）　幼児のひろば

����
３日（土）　おもちゃ病院 

将棋の日
５日（月）　中高生タイム
６日（火）　幼児のひろば 

出前保育
７日（水）　Ｄ３事業部
１０日（土）　卓球名人
１３日（火）　幼児のひろば
１４日（水）　トランポリン教室
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１５日（月）　ソフトバレー練習
１７日（水）　プラバン工作
１８日（木）　ソフトバレー練習
２２日（月）　幼児リトミック教室
２４日（水）　まつり実行委員会
２５日（木）　幼児事業「友だちと

遊ぼう」
２７日（土）　まつり実行委員会
２９日（月）　幼児リトミック教室

����
３日（土）　卓球大会
７日（水）　バレンタインでチョ

コ作り
１４日（水）　まつり実行委員会
★２月の幼児リトミック教室は
１９日（月）と２６日（月）に実施し
ます。申し込みは２月１日（木）
午前１０時からです。

����
１６日（火）　チアリーダー練習日
１７日（水）　チアリーダー練習日 

オセロ大会
１８日（木）　ソフトバレー練習日
１９日（金）　ソフトバレー練習日
２４日（水）　卓球大会
２５日（木）　プラバン工作（児童）
２６日（金）　ワンわん体操クラブ
２７日（土）　土曜工作教室（ミサンガを

作ろう）
３０日（火）　みんなあつまれ！（幼児事業）
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３日（土）　土曜工作教室
７日（水）　バレンタインお菓子作り
８日（木）　プラバン工作（幼児・児童）
９日（金）　ワンわん体操クラブ
１０日（土）　土曜工作教室
１４日（水）　ドッジボール大会 

チアリーダー練習日
★チアリーダー・ソフトバレーボール
練習日について、選手の募集は終了
いたしました。
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（子育てサポーター
活動予定は５面へ）
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第　

回
定
例
会
＝　

月　

日

１２

１２

１８

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
・
行
政
報
告　

２
・
議
案　

可

決
「
平
成　

年
度
教
育
費
予
算
要

１９

望
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
「
稲
城

市
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
」

３
・
報
告
事
項　

「
運
動
場
芝
生

化
補
助
事
業
に
つ
い
て
」
「
適
性

学
区
等
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
」

「
校
長
・
管
理
職
・
主
幹
選
考
の

最
終
結
果
に
つ
い
て
」
「
中
学
校

野
沢
温
泉
村
体
験
学
習
に
つ
い
て
」

「
管
理
下
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

の
け
が
に
つ
い
て
」
「
教
職
員
の

海
外
旅
行
に
つ
い
て
」
「
国
際
交

流
に
つ
い
て
」「
裁
判
に
つ
い
て
」

「
図
書
館
利
用
の
新
記
録
達
成
に

つ
い
て
」

※
平
成　

年
第
１
回
は
１
月　

日

１９

１５

開
催

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

（
内
線
６
１
３
）
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※
次
回
は
２
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日
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催

１３
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�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月　

日
１１

　

青
年
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
・
来

年
度
年
間
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
。

　
　
　

※
次
回
は
２
月
８
日
開
催
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１
月　

日
１２

　

体
育
指
導
委
員
研
修
会
等
に
つ

い
て
協
議
。

　
　
　

※
次
回
は
２
月
１
日
開
催
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小
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語
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手
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子
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大
崎
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生

�
�
�
�
�
�
�　
　
　

幸
田
真
音

�
�
�
�
�
�
�
�
	　

多
田
富
雄
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日
高
敏
隆

�
�
�
�
�
�
�
�	
　

藤
本
義
一

し か け 絵 本 をし か け 絵 本 を �

つくろう！つくろう！�

し か け 絵 本 をし か け 絵 本 を �

つくろう！つくろう！�

し か け 絵 本 を �

つくろう！�

�

　しかけ絵本（ページを開くと立ち上が
ったり、ひっぱると絵が変わる絵本）を
見たりさわったり、自分で作ったりして
みませんか？

▽期日　１月２８日（日）

▽時間　午後１時～午後３時

▽会場　城山体験学習館レクチャールー
ム（中央図書館となり）

▽講師　嵐田　康平氏（大日本絵画）

▽対象　幼児・小学生および保護者（は
さみを使うので小学２年生まで
の子は、大人の人と一緒に申し
込んでください）

▽定員　先着３０名（保護者を含めて）

▽申込方法　１月１５日（月）から、中央図
書館のカウンター又は電話で受
け付けます。

▽持ち物　なし

▽申込み・問合せ　中央図書館

２２月映画上映会月映画上映会
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▽期日　２月３日（土）

▽開場時間　午後１時４５分

▽上映時間　午後２時～４時半

▽会場　城山体験学習館　視聴覚室

▽対象　一般　先着１００名様
※上映会は、毎月第１土曜日に開催。
　次回、３月３日は児童向けを予定しています。
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幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等
の

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
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毎
週
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日
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時
〜　

時
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１１

１１

第
一
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書
館　
　
　
　

１
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１９

（金）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
２
日　

（金）

第
二
図
書
館　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

第
三
図
書
館　
　
　
　

毎
週
金
曜
日

第
四
図
書
館　
　
　
　

２
月
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日　

（金）
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時

１０
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半
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曜
日

▼
時
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午
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３
時
半
〜
４
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☆
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２７
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午
後
３
時
〜
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学
生
以
上
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☆
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３
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（土）

　
　

午
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時
〜
、
午
後
３
時
〜

１１

☆
２
月　
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１０

（土）

　
　

午
後
３
時
〜
（
小
学
生
以
上
）
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船
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青
木
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國
領
二
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編
著
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�
�
�
�　
　

桜
林
美
佐

▽期日　２月２２日（木）

▽時間　午前１０時～正午

▽会場　城山体験学習館　視聴
覚室（中央図書館となり）

▽対象　稲城市在住で、小学校
で読み聞かせをしている方、こ
れから始めたいと思っている方

▽定員　５０名

▽講師　伊藤　洋子氏（「子羊
文庫」スタッフ　元・東京子ど
も図書館職員）

▽内容　絵本の読み聞かせの方
法・小学生向けの本の選び方　
等（講義）

▽申込・問合せ　１月１６日（火）
～各図書館にて受付
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